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基礎・境界ソサイエティの活動紹介

1.はじめに

基礎・境界ソサイエティ� (ESS)には，他のソサイエ

チィにはないサブソザイエティという制度があり，

五つのサブソサイエテイが、話動を行っています.

は，会員の皆様に� ESSの活動結介を行うと開時に，� 

ESS独自のこの制度を広く語、知工芸くことを目的にサ

ブソサイエティの活動とその背景を詔分させて頂きま

す.

本会iえ� 1995年度からソサイエティ制を導入しまし

電子情報通信に関わる基礎分野の担当に

加え，境界領域との融合やほう芽的分野の育成を話的に

されました.また基礎研究から大きく進んだ分野

は，次世代の新しいソサイエティとすべく，その準備を

行うことが目標でした.そのため内包する分野で大きく

展開している研究コミュニティをサブソサイエティと

し，その研究分野に適した形で，研究専

より自由に活議することを保証し 評来のソサイヱティ

への発展を昌標としました.現在� ESSでは.� 17の萌究

専門委員会，五つの時誤研究専門委員会(第三種研究会

含む〉が活動しています.和英論文誌に加え，� 

Nonlinear Theory and Its Applications (NOL T A)， 

IEICE (おお年麗干IJ)，ソサイエティ機関紙ド仙台men-

の発行，情報理論とそのJo� 

(2010年)など，積極的な活動� 

を行っていま

ESSでは，ソサイエティ寄せ発足時にシステムと

処理，槽報通信基礎，音響� e謡音波の� 3サブソサイエ

ティを設けました.その後.� 1998年には非線形理論と

その応用.� 2011年には情報理詰とその応、用を設け，環� 

ESSでは五つのサプソサイエティがj言動中です.そ

のうちの一つ，非緯形理論とその応用サブソサイヱサイ

は.� 2010年に論文誌NOLT A，IEICEを発行するなど，

研究コミュニティとして特に安定した運営基盤を持って� 
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います.全講究分野の統一連営は学会や各研究分野の発

に支障になちつつある，という鞘断から，� 1995年に

本会はソサイエチイ制を導入しました.このソサイエ

ティ制の導入が，本会のその後の発袈に大きく寄与した

ことは疑う余地があちません.現在も，本会辻当時と問

じ4ソサイヱティと� lグjレーブです.ソサイエチィ発足

当時の本会がソサイエティに託したように，� ESSに限

らず幾つかの成熟した研究コミュニティには，よち岳患

に菌際的に存荘惑を持って活動できるように，研究会活

動と論文部・大会などの活動を有機的に結び付けて運営

することを託すタイミングが近いと感じています.ぜ、ひ

の皆様に本稿を御覧頂き，� ESSの活動やソサイエ

ティ艇について翻意見を漬ければ幸いです.

貴家仁志)� 

2.システムと器号処理� (SSP)
サブソサイエティ

システムと信号処理サプソサイエチイは，次の西つの

掛究会から構成されています.

システム� (CAS)研究専門委員
 

http://www.ieice .org/ ess/ cas/ 

. VLSI設計技櫛� (VLD)
 

http://www.ieice.org/ess/vld/ 

・信号処瑠	 (SIP)研究専
 

http://www.ieice .org/ ess/ sip/ 


・システム数理と応足	 (MSS)
 

http://www.ieice.org/ess/mss/ 


CAS研究会は，題路理論及びシステム理論に関して

基礎講究から応用研究まで幡広い研究をカバーしてお

与，年� 5問の研究会を際櫨しています.� VLD研究会は，� 

VLSIの設計畠動化技祷や設計方法論に関する分野を扱
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い，年� 5回の研究会を開催しています.� SIP研究会は，

信号処理に関する基礎理論から音声，音響，挟橡をはじ

めとする様々な信号処理技術とそのシステムの実現まで

の広い分野を扱い，年� 5聞の研究会，及び年� 1回のシン

ポジウムを開鑑しています.� MSS研究会は，� 2011年 4

Jjにコンカレント工学 (CST)研究会から名称を

し，システム設計のための数理的手法の基礎理論から!之、

用までを扱い，年� 4回の研究会を開催しています.各研

究会の詳細は上記� wwwを参階下さい.

サブソサイエティの活動としては，非線形理論とその� 

j之、用サブソサイニにティと共濯で「回路とシステムワーク

ショップjを開催していますーこのワークショッ� 

1988年に始まち，� r軽井沢ワ…クショップJとして知ら

れ毎年� 4月に関寵されてきましたが，� 2011年から舞台

に移しました‘若手研究者が恥心となり運営す

るのが一つの特色です.� 

VLD，SIP，MSS研究会は� CAS研究会の扱う分野の

発展に惇って設立された経緯から 相互に深い交流があ

ち，研究会の共濯も盛んに行われていますが，特に� 6丹

には� 4研究会の共懐窃究会を開催していま

また，盟捺会議� InternationalTechnical Conference 

on Circuits/Systems，Computers and Communications 

(ITC-CSCC)の開催にも積議的に欝わっています.こ

の国際会議は，琵本と韓国が主体となって� 1986年� 10月

にJointTechnical Conference on Circuits and Systems 

(JTC-CAS) として設立されましたが，現在では両国以

外からの投襲も増え，アジアを代表する岡際会議へと

しています.

各研究会がそれぞれに大きく発援を遂げていること

は，サブソサイエティとしての一体惑を醸成していくと

きには逆にいろいろな点、で課題を生じさせます.ザブソ

サイエティの論文誌や大会等を立ち上げるという話も

ていますが，今後，サプソサイエティとして

の活動をどうまとめていくかは一つの課題です.

〈システムと倍号延理サブソサイエティ長

石議菜i岐佐)� 

3.音響・超音波� (AU)サブソサイ工ティ

吾響・超昔波サブソサイエティの構成メンバーは応用

音響信心と超音波山訟です.毎年� 1月に掲研究会

を併催し，招待講演を主とするサブソサイニにティ大会を

しています.� EA，US交互に各分野を代表する

ホットな話題を提慌し，他分野の技禽動詞に係る理解を

深めて，相互の研究交淀に資することを言的にしていま

す.今年度は，� EAから，最近の立体音響技指に関連す

る話題を捷慢する予定にしています(1月実施済.詳細

は獅究会資料等で書籍確認下さい). 

(音響・ ブソサイエテイ長三好正人)

3.1 応用音響(王将研究専門委員会� 

EA'ま「音」の収銀法送再生を担う電気者響技術

を主な務究発表・討論の対象とする研究会です.マイク

ロホンやスピーカ等のハードウェアから信号処理ソブト

ウェアに澄る幅広い技街項目と i聾養分野(音声，聴覚，

吾楽，騒音振動，建築，及び超音波等〉への様々な技箭

応、用をカバーし，若手・ベテランの隅てのないフランク

で活発な意見交換を通して，各分野で活躍する学生や専

門家に自らの研究に採る技術情報と(隣接する)能分野

の情報を得る機会を提散しま

今年度の研究会開穣辻� 10回を予定しています� (2011 

10月末現在).� 10月醍究会までの発表f手数詰� 81件で

した.� IEICE傘下研究会や� 5本音響学会� (ASJ)傘下研

究会との共謀は� 4回(延べ� 11誹究会)でした.また，

今年度最後の� 3月窃究会は， (株)匠立製作所中央研究所

(東京・国分寺)から会場を御提供頂きました.見学会

も権準欝下さるとのこと.普様，多数御参却下さいます

ようお持ち致しております.

来年度も計� 10回の研究会開議(共・併催� 5間)

しています.最新i警報は次の� HPを鐸覧下さい:
 

http://www.i陀eice.o 主柁佃� ヤ
詑 位rg/knlννIe Iヤ，�  

IEICI詑3叩f詑~A 

(EA 三妻子正人)� 

3.2 超音波� (US)研究専門委員会

むS'ま，聞くことを呂的としていない音に関する

の分野を対象とする研究会です.超音波物也

電子工学，計測，音響映像化，非破壊検査，

ス，非線形音響，熟音響，強力超吾波，

水中音響，生物音響など，

産業豆、思まで，非常に多岐にわたってお与ます.� 60 

キの伝統ある研究会ですが，営に最新の話題提棋によっ

て，活発な議論が行われています.

も，額j年どおり� 11回の頚究会開催を予定して

います.10月までの発表件数は� 64件でした.� IEICE傘

の定、思音響研究会や自本音響学会� (ASJ)傘下のア

コースティックイメージング講究会，音響化学研究会と

の共龍の龍に日本超音波医学会，日本レオロジー学会

ナノレオロジ…務究会，音波と務性討論会，海洋昔響学

会，日本塑性加工学会趨皆波応用加工分務会との共催も

ております.

来年実も計� 11凹の研究会開儀を予定しています.

去の開催プ口グラムと最新構報は次の� HPを縄覧下さ

い:http://www.ieice.org/-us/ 

(US 浩)

4. 檀報通借基礎� (FIC) サブソサイエァイ

プソサイエティは清報セキュリテイ� 
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(ISEC)耕究専門委員会，ワイドバンドシステム� 

(WBS)研究専門委員会の二つの研究専門委員会の集合

体として構成されており 情報渦倍の基礎的な技術とそ

れを支える工学・科学の発襲に賞献することを目的とし

て活動を行っています.毎年� 3月iこサブツサイエテイ

同研究会を関鐘い研究会を横話するテーマに関する

セッションや最新の話題を提供する揺持講漬を企岡して

います.本合同研究会には旧メンバーであった構報理論

研究会〈現� SITAサブソサイエティ)も共議致します.

今年度は� 3丹� 1，2日に康臆義塾大学において関薩致し

ます，多数の皆議の御参加を期待致します.詳細につき

ましては各研究会のホ…ムベーを御参照下さい.

今設とも，分野を横罰した 靖報通信に関する新たな

研究分野の開拓に取り組み，最新の話題提供を行います

ので，皆様の梅支援・銅協力をお穎い申し上げます.

(情報通信基礎サブソサイエテイ長伊丹誠) 

5.非隷野理論とその応用� (NOLγA)
サブソサイエティ

非隷形理論とその応用〈民OLTA)サブアサイエテイ

の最近の活動状況について調報告致します.

本サブソサイエティは国際会議� NOLTASymposium 

(以下. NOLTAシンポ)を毎年開謹しております.今

非は神戸で 9 月 4~7 Bの4日間関龍致しました.その

報告は自に譲るとして，昨今の� NOLTAシンポの運営

方針や状況について御報告致します.� 

NOLTAシンポは，始まった� 1993年当初は一般投識

を中心に広く非議形一般の募集を中心に関寵してきまし

しかしながら，非譲形耗学の研究の展開とともに，

その焦点が拡散する傾向が出てきたことから，謡需で関

寵された� NOLTA2004以降は，スペシャルセッション

話回の企画を中心に据えた運営をしております.これ

によりセッションのテ…マが明確になって参加者の興味

と合致し，議論のレベル向上と，リピータを呼ぶことに

つながっています.また� NOLTAシンポに縁のなかっ

た研究者やグループを開{畿地に絡めて拐待し，その後の

共同明党のシーズを発撰することも可能となっていま

す.学生が発表で静価されて海外に雄飛するケースもあ

り，一般投轄でヂピュー，� SSの全閣に参加して海外の

研究者と交流，そして海外へ，という場が生まれつつあ

ちます.サブソサイエテイは我が国の若い諦究者が，さき

たり諒に世界に出て，学会運営を体験し，共同萌究者と

の交流の場を自ら整え，更に展開を悶る機会を与えてい

くという活動を方向性として重視しております.是非と

も，このような機会を有効に利用してもらいたいと願っ

てやみません.

ソサイエ� 

ティでは初めてとなるオンライ� NOLTA， 
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IEICEを2010年� 10月に創刊致しました.

サブゾサイエテイが長年念願してきた非線形理論とその

応用分野に持化した独自の論文誌です.� 3年の準備期間

を掻けて，細集委員に海外の研究者を� 2/3以上加えて運

営する体制を実現しました.完全� Editor制を敷き，

界の標準的な視点で論文編集を行うことを文字どおち

現致しました.学会の論文誌編集方針iこ従うため，投稿

システムや編集システムにはまだ樽外との意識のずれな

どがありますが，システムの運用，改良によりいずれは

収まると考えています.投犠者は 自ら� AssociateEdi-

torを指定し，また査読してほしい研究者，査読してほ

しくない研究者を串告することもできます.この方法は

くの論文誌で賠知ですが，本会では画期的令試みで

す.特集企画提案の場の設定も可能となり，国OLTAシ

ンポでの発表をベースに特集企曹が走り出しています.

当面は特集を毎号金調して出版致しますが，� NOLTAシ

ンポから� NOLT A，IEICEの一般投稿が増えていくこ

とを期持しています.インパクトブアクタの取得も現在

で，近いうちに実現予定です.そのときが論文誌

の正念場と考えています.

これらの活動に対して，基礎・境界ソサイエテイの会

員の皆様のなおー農の御支援をよろしくお穎い致しま

す.

(非線形理論とその応用サブソサイコニティ長

ヲ� 

6.構報理論とそのbt用� (SIγA)
サブソサイ工ティ

靖報理論とその応、男サブソサイエティ(以下，� SITA 

サプソと略記)は� 2010年9月の� ESS

が承認され，� 2011年度から活動を開始した新しいサブ

ソサイエティです.� SITAサブソの呂的は，情報理論と

その応用学会� (Societyof Information Theory and its 

Application，略称� SITA学会，会員数日§余名)

業継承です.この� SITA学会誌� 1977年から� 30余年艶，

当該分野で活発な話動を行ってきましたが，新法人移

行・著作権など在意弱体としての制約もあり，� SITAサ

ブソへの事業継承という選択のもと 発展的に解散しま� 

SITAサブソが継承した事業法多岐にわたりますが，

最重要の事業はシンポジウム開催です.思� lに示すよう

に，旧日TA学会は，関内シンポジウム� f構報理論とそ

の首、用シンポジウム� (SITA)Jと，隅年で国際シンポジ

ウムrInternationalSymposium on Information Theory 

and its Applications (ISIT A) Jを関f差してきました.� 

2∞0年以降の関龍実讃は，� SIT A，ISIT Aとも発表約� 

200件，参加者� 250名以上です.これらを� SITAサブソ

が主張するためには，� ESS運営規程の整備も必要とな
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毘� 1 SITAの麗史

りました.関係諸氏の櫛尽力を蛋き，� 

fサブソサイエチイは第二種研究会，第三種研究会を需

し，また関連の国際会議・国内会議を主寵することが

できるとなりました.これにより.� SITAサプソが

国内会議としての� SITA 国際会議としてのおITAを

主催することが可龍となりました.この枠組みのもと

で，事業継承の第一弾として盟内会議SITA2011

町)において或功裏に開催されまし

た.吏に，第二弾として国際会議おITA2012のHawaii

関室に向け準備がJI慎棋に進行しており，事業畿承が順調

にスタートできたと安堵してちります.また，シンポジ

ウム奨競賞並びにワークショップ・ も実

施できました.

アクテイピティの高い旧日TA学会の人材ぬを� SITAサ

プソに取り込むことで，基礎・境界ソサイエティの活性

化に大きく寄与できると確信します.また，槽報理論� 

(IT)研究専門委員会と� SITAサブソとは，響接な連議

関係がありますが，更に� IEEEIT Japan Chapterとも連

し，構報理論とその応用分野の研究が大きく発展でき

ることを願っております.

(構報理論とその応弟サブソサイヱテイ

若杉耕一郎)� 
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